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ガイドラインの公開後、１年が経過し、さまざまな意見や要望

が出てきている。

世の中では、個人情報保護法や新会社法，金融商品取引法など、

コンプライアンスへの対応が求められている。

このような中で、データベースセキュリティの重要性や位置づけも

変化している。

今回、ガイドライン実装ＷＧの成果も踏まえ、より実践的な

ガイドラインを目指し、改定を実施する。

背景
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–データベースセキュリティガイドラインの内容の充実

・社会動向の反映

・最新技術動向の反映

・実装ＷＧ成果反映 など

–データベースセキュリティガイドラインの国内への一層の普及

・他団体（ＪＮＳＡなど）と連携

・公的機関のガイドラインとの連携 など

目的
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–データベースセキュリティガイドラインＷＧ進め方

・役割分担を行いガイドラインを修正

・メールによる意見交換

・月一回程度の集合レビュー

検討内容
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–データベースセキュリティガイドラインの改定指針

・実装ＷＧ成果のフィードバック

・情報資産の重要度による重み付けの実施

及び、対策レベル（必須、推奨）の見直し

・ガイドラインの内容とフレームワーク(*)との

対応付け

・事業継続やＪＳＯＸ等の対応

(*)ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ：ISO27001、政府統一基準など

検討内容
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今後のスケジュール（想定）

・１月 進め方検討・決定 (実施済)

・２月～３月 改定方針の決定・ガイドライン修正

・４月～５月 最終調整

・６月～７月 DBSCサイト上で公開

※この時点で本WGは一旦、終了

※公開後、反応に応じて再開を検討
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